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　秋の全国交通安全運動が９月２１日（土）か
ら３０日（月）までの１０日間行われました。運動
に先駆けて、９月２０日（金）にさくら小学校の全
校児童９８名が、交通安全鼓笛パレードを実施
しました。沿道からの声援を受けながら、力強い
演奏で、住民やドライバーに交通安全を呼びか
けました。
　一人ひとりが交通安全を心掛け、事故のない
安全な村づくりにご協力をお願いいたします。

～今月の主な内容～
Ｐ2 平成30年度　決算報告
Ｐ6 きたしおばらトピックス
Ｐ8 生涯学習だより
Ｐ10 交流フェスタ
Ｐ11 県議選
Ｐ12 健康通信・
 南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
Ｐ13 地域おこし協力隊
Ｐ14 お知らせ・募集・戸籍の窓口
Ｐ16 磐梯山ジオパーク通信・自然コラム

～秋の全国交通安全運動と
さくら小学校鼓笛パレード～
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　村の財政は、皆さんからの税金などで成り立っています。その使途（予算）と結果（決算）は、村議会で審議されま
す。9月の村議会定例会で平成30年度の決算が認定されました。本号では、その概要をお知らせします。

　平成30年度の歳出総額は、前年度比2,059万円減、0.6％減となる、32億6,389万円となりました。
　「自助・互助・共助・公助」の理念の下、住んでみたい魅力と活力ある村を目指し、主要施策に沿い、特色ある
むらづくりを展開しました。
　観光施設の再生整備やスポ－ツパ－ク桧原湖機能強化など観光基盤の整備のほか、引き続き風評払しょくに積極
的に取り組むなど、観光や農業の振興を図りました。

〔一般会計の概要〕
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歳出　32億6,389万円 （グラフ２）

歳入　34億6,419万円（グラフ１）

その他（自主財源）
8,647万円（2.6%）

繰越金
2億4,036万円（6.9%）

県支出金
1億3,805万円
　　　（4.0%）

その他（依存財源）
9,050万円（2.6%）

村債
4億6,520万円
　　（13.4%）

国や銀行等からの借入金

国庫支出金 
2億3,243万円
　　　（6.7%）

地方交付税 
14億3,071万円（41.3%）

国税（所得税、法人税、酒
税、消費税、たばこ税）の一
部を、地方共有の財源とし
て地方に交付
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2億9,833万円（8.6%）

村税
4億8,214万円
　（13.9%）
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村民税、固定資産税、軽自動車税、
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　　（32.0%）
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村長、議員、区長、消防団員等の
特別職及び村職員の給与

児童手当、障害者支援経費、医
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借入金の返済金（約7割は、
地方交付税として補てんさ
れます）
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施設の修繕、
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公債費
3億7,244万円
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34億6,419万円
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(3,513万円)
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(3,066万円)

2億6,546万円
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(948万円)
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47億2,895万円
(3億5,426万円)

基本的な行政運営を行うための会計

医者にかかったときの医療費の一部を
援助するための会計

国 民 健 康 保 険
事 業 費 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 費
特 別 会 計

特 定 環 境 保 全 下 水 道
事 業 特 別 会 計

簡 易 排 水 施 設 事 業
特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業
特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

水道を安全で安定的に使用してもらう
ための会計

北山、大塩、裏磐梯地区の下水道整
備、維持管理のための会計

小野川地区の下水道維持管理のため
の会計

早稲沢、金山、桧原地区の下水道維
持管理のための会計

介護の必要となった方を対象に、介護
サービスの給付を行うための会計

高齢者の医療費に係る保険料を管理
するための会計
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(3億5,426万円)
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2,790万円

12億2,077万円

44億8,466万円
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168万円
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(3億5,426万円)
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簡 易 水 道 事 業 費
特 別 会 計

特 定 環 境 保 全 下 水 道
事 業 特 別 会 計

簡 易 排 水 施 設 事 業
特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業
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高齢者の医療費に係る保険料を管理
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32億6,389万円

(3億5,426万円)
2億30万円

2,721万円

47万円

226万円

6万円

30万円

1,369万円

0万円
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2億4,429万円
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1億7,879万円

2億6,320万円
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4,363万円

3億5,745万円

2,790万円
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44億8,466万円
(3億5,426万円)
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平成30年度一般会計決算から　主な事業をお知らせします

「輝け未来 みんなの五色　　　プロジェクト 北塩原

認可保育所運営事業 8,046万円
学校施設改修事業 7,311万円
医療費無料化事業 917万円
小中学校情報機器整備事業 679万円
外国語指導推進事業 630万円
特別支援児支援体制整備事業 628万円
地籍調査事業 257万円
生涯学習モデル事業 30万円

裏磐梯観光施設再生整備事業 9,936万円
スポ－ツパ－ク桧原湖機能強化事業 4,824万円
裏磐梯観光協会補助金 2,664万円
風評被害払拭・観光誘客事業 2,350万円
商工業振興事業 2,163万円
園芸施設リ－ス事業 1,343万円
東京農業大学連携事業 933万円
有害鳥獣対策事業 344万円

道路新設改良事業 2億1,870万円
除雪対策事業 8,109万円
公共交通活性化対策事業 3,970万円
消防・防災機能強化事業 2,304万円
除雪機械整備事業 2,225万円
消防団等運営事業 1,518万円
コミュニティバス整備事業 907万円
健康寿命の延伸事業 701万円

文化財調査事業 1,149万円
カーボン・マネジメント強化事業 994万円
桜峠公園管理事業 859万円
ふるさとづくり寄付金事業 489万円
美しい村づくり道路環境整備事業 461万円
磐梯山ジオパ－ク世界認定推進事業 249万円
会津米澤街道歴史ウオ－ク事業 96万円
日本で最も美しい村連合事業 95万円

「交流」が生み出す　　多様なむらづくり

風土と特色を活かした「力強い産業」づくり 「夢」に向かって光り輝くひとづくり

「心で支え合う」安全で
　　　安心な暮らしづくりのために

移住・定住促進事業 114万円
空き家対策事業 100万円
復興ありがとうホストタウン事業
 83万円

「若者や女性の想いをカタチに」事業
 29万円

地域おこし協力隊設置事業
 702万円
スポ－ツ交流事業 299万円
友好都市交流事業 228万円
サイクルツ－リズム推進事業
 197万円

文化財調査事業

小中学校情報機器整備事業

きたしおばら交流フェスタ 友好都市交流事業（台湾）

認可保育所運営事業

東京農業大学連携事業（まめっこクラブ）

スポーツパーク桧原湖機能強化事業

磐梯山ジオパーク世界認定推進事業

地域を愛し、「誇り」を抱く
　　　　　　　　ふるさとづくり

除雪対策事業

総合防災訓練
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きたしおばらトピックス

金山行政区にLED街路灯などを整備8月17日（土）

新鮮野菜で北塩原村をＰＲ～東京都杉並区交流事業～９月５日（木）～６日（金）

　金山行政区では、地域の活性化を図るためコミュニティ助成事業を活用してLED街路灯の設置、ワン
タッチテントやバルーン投光機の整備を実施しました。
　腐食した街路灯を整備することにより地域の環境美化が図られ、子どもや歩行者等の生活環境が向上
しました。また、テントや投光機は高齢者でも簡単に設置できるため、より一層地域のイベント活動が
活性化されます。

●「コミュニティ助成事業」についての問い合わせ
　北塩原村役場総務企画課企画室（TEL 23-3112）

　９月５日（木）～６日（金）に交流自治体である東京都
杉並区役所前で「北塩原村秋の観光物産展」を開催し
ました。
　当日は村内６つの事業所に出店の協力をいただき、ト
ウモロコシや高原大根などの新鮮野菜、ワカサギの甘
露煮や会津山塩などの特産品を杉並区の皆さんにお
届けしました。
　また、在京きたしおばら会から佐藤渉会長をはじめ６
名の方が駆けつけ、物産展をさらに盛り上げてくれまし
た。▲村をPRした観光物産展

第14回裏磐梯スカイバレーヒルクライム大会9月8日（日）
　9月8日（日）白布峠の頂上を目指して、第14回裏磐梯スカ
イバレーヒルクライム大会が開催されました。
　大会当日は448人の参加者が、全長16Km、標高差580ｍを
自転車で一気に駆け上り、白熱したレース展開となりました。
　ゴール後は疲れた体に染み渡る豚汁が振る舞われました。
　また、今年は、国道121号や県道米沢・猪苗代線、旧米沢街
道など、道路を核として交流している米沢市、喜多方市、北塩
原村のＰＲブースが設置され、表彰式では、それぞれの首長か
ら大会特別賞が贈られました。

▲裏磐梯路を疾走する選手たち

～健康と長寿を祝う～令和元年度敬老会９月17日（火）
　75 歳以上の方を対象とし
た敬老会が９月 17 日（火）、
１８５名の方々の出席の下、
ラビスパ裏磐梯で盛大に行
われました。
　満 80 歳を迎えられた３２
名を代表して、吉井きみ子さ
ん（狐鷹森）に記念品が贈ら

れたほか、今年めでたく結婚 50 周年を迎えられた金婚ご夫婦の表彰が行われました。
　また、村内幼稚園児による歌やお遊戯の発表をはじめ、長寿会の方々の芸能発表等がありました。
　出席者の皆さんは、久しぶりに再会した仲間との思い出話に花を咲かせ、楽しい一日を過ごしました。

教育委員に酒井隆司さんを任命
　９月村議会定例会において、教育委員の任命に酒井隆司さん（剣ケ峯）
が同意されました。
　任期は、１０月１日から４年間で三期目となります。
　ますますのご活躍が期待されます。

▲社協での交流活動

▲交流フェスタでの物販の様子

▲ムラロゲイニングの様子

きたしおばらトピックス

　村では、農大生に体験活動や交流活動に参加していただき、口コミやSNSによ
る情報発信を行い地域活性化や農業振興を推進するため、9月12日（木）～15日
（日）に「東京農業大学モニターツアー」を行いました。
　15名の農大生が村を訪れ、村社会福祉協議会のデイサービス利用者と一緒に
「ポプリ（匂い袋）」つくりを行い、会場は笑顔で溢れました。
　農業体験では大根などの高原野菜の収穫を早稲沢地区で行いました。
　さらに、きたしおばら交流フェスタに参加し、村で試験飼育・試験栽培している
エミューやマコモ、キクイモの加工品の試食・販売、またステージイベントで農大
名物の応援「大根踊り」（青山ほとり）を披露しました。
　また、「関係人口のつくり方」をテーマに交流フォーラムを開催、農大生と地元
農家や村若手職員が参加し、話し合いました。
　最終日には、川前地区でムラロゲイニングを実施しました。ムラロゲイニングと
は、福井の地域おこし協力隊の方が考案したもので複数のチェックポイントがあ
り、そこには地域に関する問題が設置してあり、その正解数を競う競技です。役場
職員も参加し、農大生と一緒に川前地区を歩き回りました。村では、初めての試み
のため、改善点も多く、今後見直してまた実施したいと思います。

地域に活力を～東京農業大学モニターツアー～9月12日（木）～15日（日）

▲金婚ご夫婦の表彰 ▲幼稚園児のお遊戯を楽しむ参加者
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教育課 ☎23-5237　公民館 ☎23-5236
生涯学習だより 日々精進～喜多方駅伝走り抜く～

今後予定している公民館事業・生涯学習イベントのお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会
　○日時：10月14日（月）
　○場所：いこいの森グリーンフィールド
②幼児教育支援事業『人形劇鑑賞会』
　○日時：10月16日（水）　○場所：裏磐梯幼稚園
③柏木城跡現地説明会
　○日時：10月27日 （日）・28日（月）
　○場所：生涯学習センター集合

　第3１回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）に
出場する村駅伝チームは、９月２２日（日）に開催された第1３回喜
多方駅伝大会へ参加しました。
　選手等は、本番を見据え、日頃の練習の成果を発揮すべくチ
ーム全員でタスキをつなぎ、最後まで一生懸命走り抜きました。
　村駅伝チームは、週3回の練習を主とし、現在も厳しい練習に
励んでいます。今後も定期的に、駅伝チームを紹介してまいりま
すので、引続き村民のみなさんの応援よろしくお願いします。

④家庭教育支援事業『音楽に親しむ会』
　○日時：10月31日（木）　○場所：裏磐梯小学校
⑤さくらふれあい文化祭　
　○日時：11月  2日（土）　○場所：さくら小学校
⑥歴史文化講演会「会津米沢街道を往来した人々」
　○日時：11月  3日（日）　○場所：生涯学習センター
⑦裏磐梯文化祭
　○日時：11月  8日（金）　○場所：自然環境活用センター

▲懸命に襷をつなぐ村駅伝選手

北塩原駅伝チームコラム 

　「たのしい読み聞かせ会」は９月６日（金）裏磐梯幼
稚園で開催されました。絵本作家 前田智子先生を講
師にお招きし、親子で一緒に読み聞かせを楽しみまし
た。
　“参加型”の読み聞かせ会となっていて、会場にいる
全員が一つとなって一つの物語に聞き入り、笑顔溢れ
る講座となりました。

　県内の図書館未設置町村を巡回
し、運営相談や図書の貸し出しを行
っている移動図書館“あづま号”から
本を借りる体験を行いました。
　バスの中にぎっしりと並んだ本に、
園児は目をキラキラ輝かせながら一人一冊を選びました。
　あづま号から借りた本は、自然活用環境センター・生涯学習セ

ンター・構造改善センタ
ーの公民館図書と一緒
においてあります。是非
ご覧ください！

「たのしい読み聞かせ会」
県立図書館

”あづま号”体験
家庭教育支援事業

㏌さくら幼稚園 

チーム一丸！掴め初勝利！
　市町村対抗軟式野球大会北塩原村チーム初戦が、令
和元年9月２１日（土）ほばら大泉野球場でおこなわれ
ました。赤城投手を中心に、チーム一丸となって、最終
回まで繋ぐ野球が続きましたが、得点チャンスを活かせ
ず、０対７で平田村チームに敗れました。
　応援席からは「ご苦労様」と選手等にねぎらいの言
葉がかけられていました。

　北塩原村内の「会津・米沢街道－桧原峠越」は文
化庁『歴史の道100選』の追加選定をめざしていま
す。その内容は「会津藩内本街道五筋の一つで、会
津若松から米沢までの約５６ｋｍを結び戦国時代に
も蘆名氏領の会津から伊達氏領の米沢までの往来
として利用されていました。大塩宿は江戸時代に塩
泉を使用した「山塩」づくりが盛んであったことで有
名で、桧原宿は、明治２１年の磐梯山水蒸気爆発によ
る桧原湖形成の際に水没し、災害とその後の復興を
物語る道として、歴史の彩り豊かな道である」ことに
よります。
　文化庁選定の『歴史の道100選』とは、「“歴史の道”及び地域の文化財への国民の関心と理解を深めることを
目的に、都道府県教育委員会の協力により、全国各地の最もすぐれた「歴史の道」を選定委員会で厳選したもの
」（文化庁ホームページより）です。福島県内では、米沢・福島街道―板谷峠越、万世大路―栗子峠越、佐渡路―会
津街道・束松峠・滝沢峠越、八十里越、下野街道の5件が平成8年に1次選定されています。
　今回、2次選定の作業が文化庁で進められており、北塩原村からは「会津・米沢街道－桧原峠越」を推選してい
ます。これは、旧街道の一部が実際に歩けることもさることながら、12年間継続している「会津・米沢街道歴史ウ
オーク」を中心に、「旧会津・米沢街道歴史交流会」や各種イベント・活動において多彩に繰り広げられてきた街道
の整備（草刈り・枝払い・清掃）、調査（柏木城跡発掘・「北塩原ちい旅」）、活用（ウオークイベント、サポート、おもて
なし隊）など、多年にわたる村民参加による活動が続けられてることも大きな理由の一つです。
　北山・大塩・桧原の各地区をつなぎ、会津から米沢を結んだ「会津・米沢街道」を、先人の歴史の歩みを後世に伝
え、村内の各地区を結び、人と人を繋いで
いく大切な地域資産として、その保護と活
用・PRに今後ともご理解・ご協力をよろし
くお願いいたします。
　なお、11月3日（文化の日）に会津・米沢
街道について学ぶ講演会を生涯学習セン
ターで行ないます。皆様のご来場をおまち
しています。

▲気迫の投球をみせる赤城投手

▲熱戦を繰り広げた
　選手一同

文化庁選定「歴史の道100選」をめざしています！

“会津・米沢街道（桧原峠越）”

▲これからも、がんばんべ！

▲来てくれてありがとう。迎えてくれてありがとう。想いをつないで歩く道

▲会津・米沢街道(桧原峠越)ルート

▲オープンの部で見事
　区間賞を取った
　平尾暁絵選手（裏磐梯中）

▲熱戦を繰り広げた
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福島県議会議員一般選挙の
お知らせ

【問い合わせ】　北塩原村選挙管理委員会　電話：23-3111

【入場券について】
世帯主あてに投票入場券（ハガキ）が発送されます。
また、送付先については、“住所登録地”となります。
（※他市町村にお住まいの方は、事前に村選管にご連絡ください。）
投票される本人の入場券を持参のうえ、投票所にお越しください。
なお、入場券を忘れた場合も投票を行うことができます。

【不在者投票について】
　仕事や旅行などで、選挙期間中、名簿登録地以外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村選
挙管理委員会で不在者投票ができます。また、指定病院等に入院している方などは、その施設内で投票がで
きます。手続き方法については、村ホームページをご確認ください。

期　間
場　所

１１月１日（金）～９日（土）
滞在地の市区町村選挙管理委員会

◆期日前投票所の投票対象者
選挙権を有する全村民（北山・大塩・桧原・裏磐梯地区）が投票できます。

◆投票日：11月10日（日）
◆時　間：午前７時～午後６時
◆場　所：入場券に記載の指定投票所

場　所 ： 裏磐梯観光会館（裏磐梯合同庁舎）
期　間 ： １１月４日（月）及び１１月５日（火）計２日間
時　間 ： 午前８時３０分～午後８時００分まで

今回の選挙では、下記でも期日前投票所を開設します。

場　所 ： 北塩原村コミュニティセンターホール
期　間 ： １１月１日（金）～１１月９日（土）まで
時　間 ： 午前８時３０分～午後８時００分まで

【期日前投票について】

棄権せずに投票しましょう！

みんなでこらんしょ！

きたしおばら交流フェスタ2019
　村が掲げる「村民ひとり一文化一スポーツ運動」による、村民のスポーツと文化を通した健康増進や、
世代間・地域間の交流を目的とした「きたしおばら交流フェスタ２０１９」が、９月１４日（土）に村役場及び
コミュニティセンターにて開催されました。当日は朝から快晴で、秋晴れのもと集まった大勢の村民が各
種イベント等に参加しながら交流を深めました。
　朝から行われた村民ふれあい健康マラソン大会では、一生懸命走るランナーに沿道から溢れんばかり
の声援が送られました。各種団体のPRブースも賑わいを見せ、終始大盛況の様子でした。
　コミュニティセンターホールを会場に行われた各種ステージイベントでは、出演者が日頃の練習の成果
を存分に発揮し、会場を盛り上げていました。
　また、例年通りおにぎりと豚汁の振る舞いもおこなわれ、来場者がおいしそうにほおばる姿が見受けら
れました。
　午後からは抽選会が行われ、今年も豪華賞品に会場からは歓声が響き渡りました。魚のつかみどりで
は、子ども達がびしょ濡れになりながら逃げ回る魚を一生懸命捕まえていました。
　子どもからお年寄りまで世代・地域を越えた交流に、来場者は笑顔の絶えない楽しい時間を過ごして
いるようでした。

▲みんなアジャタに夢中

▲一位目指してがんばれ！

▲一等おめでとう！ ▲何匹捕れたかな？

▲裏磐梯連の阿波踊り…さすがです

▲どのブースも大盛況
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

北塩原村子育て世代包括支援センター開設

～東京農業大学生が北塩原村を訪れました！～
　8月から9月にかけて農大生が8人、早稲沢地区
で農業実習をしていました。学年や滞在日数もバラ
バラで短い学生は5日、長い学生は40日以上実習
しています。
　学生は、現場を見てみたいという思いがあり、先
生や先輩に北塩原村を勧められ農業実習に来たそうです。
　8月の実習は大根などの種まきやトウモロコシの手入れなどを、9月の実習は高原
野菜の収穫や直売所での作業など真剣に取り組んでいました。
　受け入れた農家からは「学生たちが来てくれてとても助かっている。ぜひ来年もま
た実習に来て欲しい。」と話されていました。
　学生も、また何かの形で村に来たいと話していました。

きたしおばら

魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

健診後の相談は、当院でも受付けます
○問合せ 南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

　健診結果を持参し受診してください。
　医師から結果内容を説明、また、当院で再検査し、専門医の診察が必要な場合は総合南東北病院や、他病院へ紹介いた
します。（紹介状がないと、初診料以外に特別料金がかかる場合があります。）異常がなかった方でも、気になる事があれ
ば気軽にご相談ください。

★集団健診の結果に異常があった方

※健康増進、疾病予防、病気の早期発見、早期治療、合併症予防などが健診の目的です。
　できるだけ健診を受けるようにしましょう。

　当院で施設健診が受けられます。（一部集団健診とは内容に違いがあります）施設健診をご希望の方は、一度お電話にて
お問い合わせください。令和元年１２月２８日まで実施しています。※事前に予約をお願いします。
　また、昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１日の間に生まれた男性で風しんにおける抗体検査券（クーポン券）をお持ち
の方は、健診と同時に検査を受けることができます。※クーポン券を忘れず持参下さい。

★村の集団健診を受けられなかった方

Monthly Reporter
山本　賢司
やまもと　けんじ
松陽台在住・実家は神奈川です。

▲実習に来た学生と受入農家 ▲実習風景（大根の播種）

今年配布したザルギク（道の駅裏磐梯）▶

～ザル菊通信～
　今年配布したザル菊も様々な場所に植えられ、大きくなり徐々に丸くなってきてい
ます。昨年は早いものだと10月初旬から咲き始めましたものもありました。種類によ
って開花時期も異なりますので長期間楽しめると思います。

▲実習風景（トウモロコシの穂切り）

　村が姉妹友好都市を締結しているニュージーラ
ンド・タウポ市ツランギ地区の方々でつくる訪問
団は９月３日から５日までの３日間、村を訪れまし
た。
　村とツランギ地区の交流は東日本大震災以降、中
断していましたが、姉妹友好都市締結から２０年に
あたる一昨年度、小椋村長がニュージーランドを訪
問し再開。その際、村への訪問を呼び掛けたところ、
今回の来村事業が実現しました。ツランギ地区の
方々が村を訪れるのは、姉妹都市締結１０周年を記
念して来村した平成２０年１０月以来１１年ぶり
です。
　マギー・ステュワート市議をはじめとする４名
の訪問団は、小椋村長を表敬訪問し、今後の交流な
どについて意見交換を行いました。また、歓迎夕食
会では、小椋村長、小椋議長らと親睦を深めました。
　このほか、訪問団はエミューの試験飼育場や山塩
工場などを視察し、村の新たな特産品について、理

解を深めました。また、平成２０年１０月に姉妹都
市締結１０周年を記念して植樹した桜の木も見学、
マギー市議らは成長した桜の木に目を細めていま
した。
　訪問団からは「今後もゆっくりと交流を行い、き
ずなを強めていきたい」「村とツランギの学校同士
で交流ができれば」などと今後の交流に対して前向
きな意見が聞かれました。

～ニュージーランドから訪問団来村～
姉妹都市交流について意見交換

▲今後の姉妹都市交流について意見を交わしました

　村では、妊娠期から出産・子育てにわたる切れ
目のない支援を目指し、子育て相談・支援窓口
「北塩原村子育て世代包括支援センター」を村保
健センター内に開設いたしました。
　妊娠期から子育て期にわたる不安や悩みに対
し、保健師・管理栄養士の専門職が電話、面談、
訪問で対応します。
　「妊娠・出産について相談できる人がいなくて
心配」、「母乳・ミルクが足りているか不安」、
「夜泣きがひどくてしんどい…」など、心配なこ
とがありましたらご相談ください。

①母子健康手帳の発行場所が変わります！
　相談内容を充実するため、母子健康手帳の発行
を子育て世代包括支援センターで行い、保健師
等の専門職による個別面談を行います。
　必ず事前に電話連絡のうえ、来所してくださ
い。

②乳幼児交流スペースを設置！
　子育て世代包括支援センター内でお母さんやお
父さんがお子さまとゆったり過ごせるよう交流
　スペースを設置いたしました。

　遊べるスペースにもなっているのでお気軽にお
越しください。

【開所時間】（祝日等は除く）
○母子健康手帳発行及び
　来所、電話相談
　月曜日～金曜日
　時間／8：30～17：15
○乳幼児交流スペース
　火・水・金曜日　10時～12時
　月・金曜日　　　13時～15時
※原則上記の曜日・時間ですが、急遽、他の事業
で変更になる場合もあります。ご了承くださ
い。

ここが変わります！

～妊娠・出産・子育ての総合相談窓口～

▲乳幼児交流スペース

お
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か
ら
翌
年
の
１
月
１
日
ま
で
に

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、翌
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。固
定
資
産

税
の
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
実
地
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
実
地
調
査
は
、家
屋
へ
の
立
ち
入
り
を
必

要
と
し
ま
す
の
で
、所
有
者
様
の
立
ち
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　※

建
物
が
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
に

完
成
し
て
い
れ
ば
、そ
の
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
家
屋
を
新
増
築
し
た
場
合

　
住
宅
や
事
務
所
、店
舗
、倉
庫
、物
置
、車

庫
な
ど
の
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ

た
と
き
に
は
家
屋
に
使
用
さ
れ
て
い
る
建

築
資
材
や
仕
上
げ
な
ど
を
外
装
、内
装
、付

帯
設
備
、各
部
屋
等
の
全
て
を
調
査
し
ま

す
。

●
登
記
の
あ
る
新
増
築
家
屋
の
場
合

　
法
務
局
で
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、村
役

場
に
対
し
法
務
局
か
ら
通
知
が
さ
れ
、そ
の

通
知
を
も
と
に
税
務
課
か
ら
所
有
者
様
に

家
屋
調
査
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

●
未
登
記
の
新
増
築
家
屋
の
場
合

　
法
務
局
で
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
、村

役
場
で
そ
の
事
実
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
た
め
、必
ず
村
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
後
日
、日
程
等
を
調
整
し
た
う
え
で
実
地

調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
。

●
家
屋
を
解
体
し
た
場
合

　
家
屋
を
解
体
し
た
際
に
届
出
を
し
な
い

ま
ま
だ
と
、引
き
続
き
固
定
資
産
税
が
課
税

お
知
ら
せ

戸　籍　の　窓　口今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、簡
単
・

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。届
出
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、「
家
屋
取
り
壊
し
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
を
所
有
権
移
転
し
た
場
合

　
未
登
記
家
屋
を
売
買
や
相
続
等
で
所
有

権
移
転
し
た
場
合
は
、「
未
登
記
家
屋
所
有

者
変
更
届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
税
務
課
　
☎（
23
）３
１
１
４

　
今
年
は
例
年
に
な
く
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
秋
は
冬
眠
に

備
え
て
、食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し

ま
す
。今
年
は
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
人
の
生
活
ゾ
ー
ン

で
の
出
没
に
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
ク
マ
を
人
の
生
活
ゾ
ー
ン
に

　
　
　
　
　
　
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
〉

１
　
誘
引
物
の
除
去

・
収
穫
予
定
の
無
い
カ
キ
や
ク
リ
は
伐
採
す

る
か
果
実
を
除
去
し
て
お
く
。

・
生
ゴ
ミ
や
廃
棄
野
菜
を
庭
や
裏
山
に
捨
て

な
い
。

・
外
に
設
置
し
て
い
る
ゴ
ミ
箱
を
夜
間
は
建

物
内
に
入
れ
て
お
く
。

２
　
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
の

　
　
環
境
づ
く
り

・
家
屋
周
辺
や
歩
道
脇
な
ど
の
ヤ
ブ
の
刈
払

い
を
行
い
、見
通
し
を
良
く
す
る
。

・早
朝
や
夕
方
は
、ヤ
ブ
や
果
樹
の
あ
る
場
所

に
近
づ
か
な
い
。

　※

ク
マ
等
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
農
林
課
　
☎（
23
）１
３
３
４

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
が
、Ｂ

型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
給
付
金
支

給
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
電
話
相
談
会
】

●
日
時

　
10
月
12
日（
土
）、11
月
16
日（
土
）、

　
12
月
14
日（
土
）

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
問
合
せ

　
☎
０
２
５（
２
２
３
）３
１
１
３
０

　（
相
談
無
料
で
す
が
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）

【
無
料
相
談
会
】

●
日
時

　
11
月
30
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

　
喜
多
方
市
厚
生
会
館
第
３
研
修
室

●
問
い
合
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　
☎
０
２
５（
２
２
３
）３
１
１
３
０

●
そ
の
他

　
事
前
申
込
が
優
先
で
す
が
、当
日
会
場
で

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　
就
職
希
望
の
障
害
者
と
求
人
企
業
が
一堂

に
会
し
、数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保

し
、障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
下

記
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
令
和
元
年
10
月
21
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
開
催
場
所

　
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
　
展
示
ホ
ー
ル

　（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

●
参
加
予
定
企
業
数

　
約
30
社（
予
定
）

●
問
い
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
２
４
２（
26
）３
３
３
３

　（
部
門
コ
ー
ド
45#

）

　
毎
年
、１０
月
１
日
か
ら
１０
月
31
日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
は
土
地
月
間
で
す
。大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し

な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
●
売
買
、交
換
●
営
業
譲
渡

　
●
譲
渡
担
保
●
代
物
弁
済

　
●
現
物
出
資
●
共
有
持
分
の
譲
渡

　
●
地
上
権・賃
借
権
の
設
定・譲
渡

　
●
予
約
完
結
権・買
戻
権
等
の
譲
渡

　
●
信
託
受
益
権
の
譲
渡
●
地
位
譲
渡

　
●
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約

※

こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
も
含
み
ま
す
。

◆
取
引
の
規
模（
面
積
要
件
）

①
市
街
化
区
域
　
　
　
２
，０
０
０
㎡
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
，０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

※

当
村
は
③
に
該
当
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
農
林
課

　
☎（
23
）１
３
３
４

村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記
の日程で村長室を開放しますの
で、お気軽にお越しください。

10月15日（火）　9：00～12：00

家
屋
実
地
調
査
へ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

秋
の
ク
マ
に
注
意
!!

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
相
談
会

　
10
月
7
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。　
行
政
相
談
は
、役
所（
国
、県

及
び
市
町
村
）等
の
仕
事
に
関
し
て
、苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、心
配
な
こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
、要
望
し
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
10
月
25
日（
金
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
大
塩
）　
☎
23
―
５
２
３
７

　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

今
月
の
行
政
相
談

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

10
月
は
土
地
月
間
で
す

令和元年10月1日現在　　※（　）は前月比
●人　口　　男…… 1，377人
　　　　　　女…… 1,343人
　　　　　　計……2,720人（前月比 ▲ 7）
●世帯数……………１,０91戸（前月比 ▲ 2）
●転　入…      5人　●転　出…   11人
●出　生…      2人　●死　亡…      3人

お悔やみ申し上げます
奥　川　清　實〈84歳〉（祐一・妻の父）北山三区
遠　藤　鶴　男〈87歳〉（義幸・父）剣ケ峯
鈴　木　澄　子〈88歳〉（吉仲・母）大久保

お誕生おめでとう！
工　藤　　　燈　（男・隆　之）剣ケ峯

鈴　木　　輝　心（男・浩　太）松陽台

あかり

らい と

北
山
　
武
藤
　
敏
子

風
呂
上
が
り
　
夜
空
指
さ
し
　
歌
う
児
よ
　
覚
え
た
ば
か
り
の
　
キ
ラ
キ
ラ
星
を

北
山
　
佐
藤
　
裕
子

祭
り
終
え
　
虫
の
音
だ
け
が
　
聞
こ
ゆ
る
夜
　
闇
を
照
ら
す
　
満
月
の
月

桧
原
　
穴
澤
　
泰
子

日
に
一
度
　
佛
前
供
う
　
温
き
膳
　
亡
夫
と
二
人
の
　
気
が
ね
な
き
一
時

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

遅
蒔
き
の
　
ひ
ま
わ
り
咲
い
て
　
コ
ス
モ
ス
と
　
花
の
彩
り
　
彩
や
か
に
み
ゆ

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

高
原
は
　
朝
夕
毎
に
　
涼
し
く
て
　
ミ
ン
ミ
ン
鳴
く
も
　
一
生
懸
命大

塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

虫
達
も
　
昼
の
暑
さ
を
　
耐
え
忍
び
　
涼
む
夕
暮
れ
　
音
色
さ
わ
や
か

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

今
年
又
　
祭
り
に
集(

つ
ど)

う
　
村
人
に
　
久
々
に
逢
い
　
心
和
み
ぬ

大
塩
　
鈴
木
　
タ
ケ
子

満
月
や
　
出
荷
終
わ
り
の
　
報
告
に
　
良
く
や
っ
た
ね
と
　
娘
の
ラ
イ
ン

大
塩
　
高
橋
　
み
す
江

長
い
夜
　
秋
雨
前
線
　
い
す
わ
れ
ば
　
雨
音
止
ま
ず
　
い
つ
し
か
眠
る大

塩
　
高
橋
　
郁
子

お
盆
す
ぎ
　
祭
り
囃
子
に
　
耳
す
ま
し
　
太
鼓
の
音
が
　
涼
し
さ
運
ぶ

大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

休
耕
田
　
草
刈
る
吾
を
　
力
づ
け
　
と
ん
ぼ
が
一
匹
　
前
に
う
し
ろ
に大

塩
　
渡
部
　
新
一

神
す
が
ら
　
雄
国
の
峯
は
　
も
や
隠
れ
　
御
来
光
見
え
ず
　
頭
を
垂
れ
ぬ

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

久
方
の
　
屋
根
の
雨
音
　
心
地
良
し
　
芋
掘
り
終
え
し
　
夕
餉
時
な
れ
ば

ぬ
く

と
き

ね

浴
衣
着
て
　
神
社
の
裏
の
　
恋
ば
な
し 

 

中
川
　
幸
恵

酢
橘
実
に
　
良
き
隣
人
に
　
会
ひ
し
日
よ 

 

鈴
木
　
隆
一
郎

今
日
は
吉
　
夫
に
誉
め
ら
る
　
秋
茄
子 

 

武
藤
　
敏
子

玉
の
汗
　
鎌
を
持
つ
手
で
　
拭
ひ
け
り 

 

佐
藤
　
信
子

す
だ
ち
み

１０月２０日（日） （医）いとう眼科 ……………☎22-5900
１０月２２日（火） （医）社団日新会 入澤病院 ……☎22-0267
１０月２７日（日）  市役所前の診察室 大竹内科 ……☎22-0241
１１月  ３日（日） （医）社団 小野病院 ………☎22-0414
１１月  ４日（月）  医療生協 きたかた診療所 ……☎23-3611
１１月１０日（日）  喜多方市地域・家庭医療センター …☎24-5320

１０月２０日（日）  有隣病院 …………………☎24-5021
１０月２２日（火）  会津医療センター …☎0242-75-2100
１０月２７日（日）  佐原病院 …………………☎22-5321
１１月  ３日（日）  有隣病院 …………………☎24-5021
１１月  ４日（月）  会津医療センター …☎0242-75-2100
１１月１０日（日）  佐原病院 …………………☎22-5321

村
県
民
税
 （
3
期
分
）

固
定
資
産
税
 
（
3
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
3
期
分
）

住
宅
使
用
料

 

（
10
月
分
）

上
下
水
道
料

 

（
9
月
分
）
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村の情報案内板
●
家
屋
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
１
月
２
日
か
ら
翌
年
の
１
月
１
日
ま
で
に

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、翌
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。固
定
資
産

税
の
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
実
地
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
実
地
調
査
は
、家
屋
へ
の
立
ち
入
り
を
必

要
と
し
ま
す
の
で
、所
有
者
様
の
立
ち
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　※

建
物
が
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
に

完
成
し
て
い
れ
ば
、そ
の
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
家
屋
を
新
増
築
し
た
場
合

　
住
宅
や
事
務
所
、店
舗
、倉
庫
、物
置
、車

庫
な
ど
の
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ

た
と
き
に
は
家
屋
に
使
用
さ
れ
て
い
る
建

築
資
材
や
仕
上
げ
な
ど
を
外
装
、内
装
、付

帯
設
備
、各
部
屋
等
の
全
て
を
調
査
し
ま

す
。

●
登
記
の
あ
る
新
増
築
家
屋
の
場
合

　
法
務
局
で
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、村
役

場
に
対
し
法
務
局
か
ら
通
知
が
さ
れ
、そ
の

通
知
を
も
と
に
税
務
課
か
ら
所
有
者
様
に

家
屋
調
査
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

●
未
登
記
の
新
増
築
家
屋
の
場
合

　
法
務
局
で
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
、村

役
場
で
そ
の
事
実
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
た
め
、必
ず
村
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
後
日
、日
程
等
を
調
整
し
た
う
え
で
実
地

調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
。

●
家
屋
を
解
体
し
た
場
合

　
家
屋
を
解
体
し
た
際
に
届
出
を
し
な
い

ま
ま
だ
と
、引
き
続
き
固
定
資
産
税
が
課
税

お
知
ら
せ

戸　籍　の　窓　口今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、簡
単
・

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。届
出
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、「
家
屋
取
り
壊
し
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
を
所
有
権
移
転
し
た
場
合

　
未
登
記
家
屋
を
売
買
や
相
続
等
で
所
有

権
移
転
し
た
場
合
は
、「
未
登
記
家
屋
所
有

者
変
更
届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
税
務
課
　
☎（
23
）３
１
１
４

　
今
年
は
例
年
に
な
く
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
秋
は
冬
眠
に

備
え
て
、食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し

ま
す
。今
年
は
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
人
の
生
活
ゾ
ー
ン

で
の
出
没
に
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
ク
マ
を
人
の
生
活
ゾ
ー
ン
に

　
　
　
　
　
　
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
〉

１
　
誘
引
物
の
除
去

・
収
穫
予
定
の
無
い
カ
キ
や
ク
リ
は
伐
採
す

る
か
果
実
を
除
去
し
て
お
く
。

・
生
ゴ
ミ
や
廃
棄
野
菜
を
庭
や
裏
山
に
捨
て

な
い
。

・
外
に
設
置
し
て
い
る
ゴ
ミ
箱
を
夜
間
は
建

物
内
に
入
れ
て
お
く
。

２
　
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
の

　
　
環
境
づ
く
り

・
家
屋
周
辺
や
歩
道
脇
な
ど
の
ヤ
ブ
の
刈
払

い
を
行
い
、見
通
し
を
良
く
す
る
。

・早
朝
や
夕
方
は
、ヤ
ブ
や
果
樹
の
あ
る
場
所

に
近
づ
か
な
い
。

　※

ク
マ
等
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
農
林
課
　
☎（
23
）１
３
３
４

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
が
、Ｂ

型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
給
付
金
支

給
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
電
話
相
談
会
】

●
日
時

　
10
月
12
日（
土
）、11
月
16
日（
土
）、

　
12
月
14
日（
土
）

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
問
合
せ

　
☎
０
２
５（
２
２
３
）３
１
１
３
０

　（
相
談
無
料
で
す
が
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）

【
無
料
相
談
会
】

●
日
時

　
11
月
30
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

　
喜
多
方
市
厚
生
会
館
第
３
研
修
室

●
問
い
合
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　
☎
０
２
５（
２
２
３
）３
１
１
３
０

●
そ
の
他

　
事
前
申
込
が
優
先
で
す
が
、当
日
会
場
で

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　
就
職
希
望
の
障
害
者
と
求
人
企
業
が
一堂

に
会
し
、数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保

し
、障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
下

記
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
令
和
元
年
10
月
21
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
開
催
場
所

　
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
　
展
示
ホ
ー
ル

　（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

●
参
加
予
定
企
業
数

　
約
30
社（
予
定
）

●
問
い
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
２
４
２（
26
）３
３
３
３

　（
部
門
コ
ー
ド
45#

）

　
毎
年
、１０
月
１
日
か
ら
１０
月
31
日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
は
土
地
月
間
で
す
。大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し

な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
●
売
買
、交
換
●
営
業
譲
渡

　
●
譲
渡
担
保
●
代
物
弁
済

　
●
現
物
出
資
●
共
有
持
分
の
譲
渡

　
●
地
上
権・賃
借
権
の
設
定・譲
渡

　
●
予
約
完
結
権・買
戻
権
等
の
譲
渡

　
●
信
託
受
益
権
の
譲
渡
●
地
位
譲
渡

　
●
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約

※

こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
も
含
み
ま
す
。

◆
取
引
の
規
模（
面
積
要
件
）

①
市
街
化
区
域
　
　
　
２
，０
０
０
㎡
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
，０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

※

当
村
は
③
に
該
当
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
農
林
課

　
☎（
23
）１
３
３
４

村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記
の日程で村長室を開放しますの
で、お気軽にお越しください。

10月15日（火）　9：00～12：00

家
屋
実
地
調
査
へ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

秋
の
ク
マ
に
注
意
!!

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
相
談
会

　
10
月
7
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。　
行
政
相
談
は
、役
所（
国
、県

及
び
市
町
村
）等
の
仕
事
に
関
し
て
、苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、心
配
な
こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
、要
望
し
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
10
月
25
日（
金
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
大
塩
）　
☎
23
―
５
２
３
７

　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

今
月
の
行
政
相
談

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

10
月
は
土
地
月
間
で
す

令和元年10月1日現在　　※（　）は前月比
●人　口　　男…… 1，377人
　　　　　　女…… 1,343人
　　　　　　計……2,720人（前月比 ▲ 7）
●世帯数……………１,０91戸（前月比 ▲ 2）
●転　入…      5人　●転　出…   11人
●出　生…      2人　●死　亡…      3人

お悔やみ申し上げます
奥　川　清　實〈84歳〉（祐一・妻の父）北山三区
遠　藤　鶴　男〈87歳〉（義幸・父）剣ケ峯
鈴　木　澄　子〈88歳〉（吉仲・母）大久保

お誕生おめでとう！
工　藤　　　燈　（男・隆　之）剣ケ峯

鈴　木　　輝　心（男・浩　太）松陽台

あかり

らい と

北
山
　
武
藤
　
敏
子

風
呂
上
が
り
　
夜
空
指
さ
し
　
歌
う
児
よ
　
覚
え
た
ば
か
り
の
　
キ
ラ
キ
ラ
星
を

北
山
　
佐
藤
　
裕
子

祭
り
終
え
　
虫
の
音
だ
け
が
　
聞
こ
ゆ
る
夜
　
闇
を
照
ら
す
　
満
月
の
月

桧
原
　
穴
澤
　
泰
子

日
に
一
度
　
佛
前
供
う
　
温
き
膳
　
亡
夫
と
二
人
の
　
気
が
ね
な
き
一
時

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

遅
蒔
き
の
　
ひ
ま
わ
り
咲
い
て
　
コ
ス
モ
ス
と
　
花
の
彩
り
　
彩
や
か
に
み
ゆ

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

高
原
は
　
朝
夕
毎
に
　
涼
し
く
て
　
ミ
ン
ミ
ン
鳴
く
も
　
一
生
懸
命大

塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

虫
達
も
　
昼
の
暑
さ
を
　
耐
え
忍
び
　
涼
む
夕
暮
れ
　
音
色
さ
わ
や
か

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

今
年
又
　
祭
り
に
集(

つ
ど)

う
　
村
人
に
　
久
々
に
逢
い
　
心
和
み
ぬ

大
塩
　
鈴
木
　
タ
ケ
子

満
月
や
　
出
荷
終
わ
り
の
　
報
告
に
　
良
く
や
っ
た
ね
と
　
娘
の
ラ
イ
ン

大
塩
　
高
橋
　
み
す
江

長
い
夜
　
秋
雨
前
線
　
い
す
わ
れ
ば
　
雨
音
止
ま
ず
　
い
つ
し
か
眠
る大

塩
　
高
橋
　
郁
子

お
盆
す
ぎ
　
祭
り
囃
子
に
　
耳
す
ま
し
　
太
鼓
の
音
が
　
涼
し
さ
運
ぶ

大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

休
耕
田
　
草
刈
る
吾
を
　
力
づ
け
　
と
ん
ぼ
が
一
匹
　
前
に
う
し
ろ
に大

塩
　
渡
部
　
新
一

神
す
が
ら
　
雄
国
の
峯
は
　
も
や
隠
れ
　
御
来
光
見
え
ず
　
頭
を
垂
れ
ぬ

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

久
方
の
　
屋
根
の
雨
音
　
心
地
良
し
　
芋
掘
り
終
え
し
　
夕
餉
時
な
れ
ば

ぬ
く

と
き

ね

浴
衣
着
て
　
神
社
の
裏
の
　
恋
ば
な
し 

 

中
川
　
幸
恵

酢
橘
実
に
　
良
き
隣
人
に
　
会
ひ
し
日
よ 

 

鈴
木
　
隆
一
郎

今
日
は
吉
　
夫
に
誉
め
ら
る
　
秋
茄
子 

 

武
藤
　
敏
子

玉
の
汗
　
鎌
を
持
つ
手
で
　
拭
ひ
け
り 

 

佐
藤
　
信
子

す
だ
ち
み

１０月２０日（日） （医）いとう眼科 ……………☎22-5900
１０月２２日（火） （医）社団日新会 入澤病院 ……☎22-0267
１０月２７日（日）  市役所前の診察室 大竹内科 ……☎22-0241
１１月  ３日（日） （医）社団 小野病院 ………☎22-0414
１１月  ４日（月）  医療生協 きたかた診療所 ……☎23-3611
１１月１０日（日）  喜多方市地域・家庭医療センター …☎24-5320

１０月２０日（日）  有隣病院 …………………☎24-5021
１０月２２日（火）  会津医療センター …☎0242-75-2100
１０月２７日（日）  佐原病院 …………………☎22-5321
１１月  ３日（日）  有隣病院 …………………☎24-5021
１１月  ４日（月）  会津医療センター …☎0242-75-2100
１１月１０日（日）  佐原病院 …………………☎22-5321

村
県
民
税
 （
3
期
分
）

固
定
資
産
税
 
（
3
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
3
期
分
）

住
宅
使
用
料

 

（
10
月
分
）

上
下
水
道
料

 

（
9
月
分
）
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裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

vol.106

地元の人々が大学生の調査研究モニターツアーに協力！
　9/12（木）磐梯山噴火の痕跡をたどり、「100年を超える噴火後の復興」をテー
マとした磐梯山地域の観光の可能性について学ぶモニターツアーを企画しました。
　これは「自然災害からの復興における観光の役割」をテーマとした立教大学/文
教大学との協同プロジェクトとして実施しました。地元から若手の農家さん、IT企業
さん、地域づくりの方などが参加され、北塩原村と猪苗代町の火山災害を伝える慰
霊碑や巨石、火山の恩恵である五色沼や大地の恵みをジオパークカレーで味わう
など、火山の恵みと災害の痕跡をたどる旅をしていただきました。内容のまとめは、
毎年３月に行われる裏磐梯ビジターセンターの学生発表会で報告されます。

～ジオパークがつなぐ大地と人と自然の物語～
磐梯山と交流した「夏の思い出」

　9/14（土）汗ばむくらいの良いお天気に恵まれるなか、北
塩原村役場コミュニティセンターを会場に開催されました。
磐梯山ジオパークは「重縁(10円)市」として、磐梯山ジオラ
マ作り体験と巨大サイコロパズルでブース出店しました。小
さな子どもたちから大人の方まで多くの方が磐梯山の自然
や歴史と文化について体験を通じて楽しんでいただきまし
た。集まった重縁(10円)は、全額が社会教育団体の育成に
活用されます。ご参加ありがとうございました。

ジオガイドと「きたしおばら交流フェスタ」
　9/14（土）～9/16（月・祝）にかけて裏磐梯サイトステー
ションを会場に、NPO法人裏磐梯エコツーリズム協会の主
催で「第23回全国組み木フェスティバルin裏磐梯」が開催
されました。フェスティバルは全国持ち回りで開催されてい
ますが、今回の作品テーマは「磐梯山」ということで、磐梯山
ジオパークも体験コーナーに「磐梯山ジオラマつくり」で特
別参加しました。全国からお集まりの出展者のかたにもジ
オラマつくりは好評でした。

全国の組み木職人が「磐梯山」に集結！

毒を持つ生きもの　スズメバチ
　スズメバチはハチ目スズメバチ科の昆虫のうち、スズメバチ亜科に属するものの総称です。
日本では16種、裏磐梯ではそのうちの5種が確認されています。スズメバチの仲間は１匹の女
王蜂を中心とした社会をつくり、寿命は女王蜂が約1年で働き蜂が約２ヶ月です。その一生は、越冬した女王蜂がまず単独
で巣作りや産卵、育児や巣の防衛を行います。やがて働き蜂が羽化すると産卵以外の役割を働き蜂に任せ、女王蜂は産卵
に専念します。働き蜂は巣を守る手段のひとつとして毒針を使用します。ミツバチとは違い1度刺しても死なないため毒液
が残っている限りは何度でも刺してきます。その毒は炎症や神経麻痺などの作用を持ち、アナフィラキシーショックの原
因ともなります。また、敵とみなした相手には毒液を空中で散布し、警報フェロモンとして仲間を集め、集団で攻撃する
こともあります。もし自分の周囲を蜂が飛び回っているときは、敵かどうかを見定めている場合があるので、手で振り払
ったりせずに静かにその場から立ち去りましょう。
　警報フェロモンはアルコールやエステルなど揮発性の高い香気成分です。野山に入る際には香水や香りの強い食品、お
酒などは控え、天敵の熊に間違われないように淡い色の帽子や服装で出かけましょう。

▲スズメバチ


